
 

 ２０１６年８月実績概要（メモ）  

（２０１６．９．１５） 

本年の定修も後半に差し掛かり、生産は前月対比で増加が続く。 

 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５０５，０００トン  
 前 月  比    ＋ ０．９％（＋ ４，７００トン） 
 前年同月比    ▲１５．２％（▲９０，５００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９５．３％→ 当月 ９５．０％ ←前年同月９４．３％ 
定修プラント：前月 ２社２プラント→ 当月 １社１プラント ← 前年同月 なし 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、主に定修規模差から HD、PP、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、EG、SBR、BR、キシレンな
どの１３品目がプラスとなった。LD、PS、SM、AN の４品目は定修規模差等からマイナスとなっ
た。 
前年比では、定修規模の差や稼働率要因等から HD、PS、SM、EO、EG、AN、SBR、トルエンな
どの１０品目でマイナス。LD、PP、塩ビモノマー、BR、キシレンなどの７品目はプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、定修規模の減少や稼働率要因から HD、PP はプラス。LD は定修規模の増加、PS は稼
働率要因等からマイナスとなった。 
前年比では、稼働率要因と定修規模差から LD、PP ではプラス。HD、PS は主に稼働率要因等から
マイナスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、夏季休暇に伴う営業日数の減少により LD、HD、PP、PS の４樹脂揃ってマイナスと

なった。 
前年比では、前年は輸入品の減少が暫く続いたこともあり国産品の出荷が総じて増加基調にあった。

本年は更にこれを上回り LD、PP、PS の３樹脂でプラスとなった。出荷分野としては LD は加工紙

(ラミネート)分野、PP は射出成形分野を中心に出荷が増加したのをはじめ、PS はほぼ全ての出荷分

野で前年の出荷を上回ることとなった。 
ハ）輸    出 

前月比では、これまで定修等による供給上の制約もあり輸出が抑え気味であったが、当月は HD、PP
でプラスとなった。 
前年比では、LD、PP では依然としてマイナスが継続している。 

ニ）在    庫 
在庫量は、前月に対して LD、HD、PP で増加、PS のみが減少した。一方、在庫率(季節調整済）は

前月に対して LD、HD、PP、PS で僅かながら低下した。在庫水準としては LD、HD、PP はほぼ適

正水準、PS はややタイト気味となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減  － －   
 定修要因等  ＋ １．３ ％ ▲  ９．８ ％  
 能力増減  － ▲ ６．１ ％  

 稼働率変動  ▲ ０．４ ％ ＋  ０．７ ％  
 生産増減率  ＋ ０．９  ％ ▲１５．２ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
７月末 ８月末 

L D ＋ ９，０００ ２．８ ２．７ 

H D ＋ ４，６００ ２．７ ２．６ 

P P ＋４５，７００  ２．６ ２．５ 

P S  ▲ ２，２００ １．２ １．１ 


